
機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ ３ ５ 10 20 30年） ○○限り

「食料品の店が近くにない！どうしよう…」

から考える、高齢者の生活

みなさんは、食料品を買いに行けなくてこまったことはありますか？日本では、近くに

食料品を買いに行ける店がなくてこまっている人が、高齢者を中心に増えています。

例えば、近所のスーパーや食料品店が閉店して歩いて行ける距離にお店がなくなった。

高齢になって車の運転はやめた。買い物をたのめる家族もいない。こうなると、食料品を

買いに行くのはとても大変です。毎回タクシーを使うのもお金がかかりますよね。

このように、買い物に行くのが大変な人（食料品アクセス困難者）が増えていることを

「食料品アクセス問題」といいます。農林水産政策研究所では、市町村別にその割合を調

べ、地図で表しました。食料品アクセス困難者は、特に人口が減っている地方で割合が大

きいという特ちょうがあります。また、人数でいうと東京、大阪、神奈川など大都市部で

も増えていて、大きな問題となっています。

この地図は、「食料品アクセス

マップ」といって、食料品アクセス

困難者の割合を色別でしめして

います。黄色やオレンジ色の市町

村では食料品アクセス困難者が

多いことを意味しています。

あなたの住んでいる市町村の

食料品アクセス困難者の割合は

どれくらいかな？
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調べてみよう！

住んでいる区市町村で、食料品アクセス問題のかいけつのための取り組みが

あったら、どのような内容か、調べてみよう（住んでいる区市町村に取り組み

がない場合、ほかの区市町村の例で調べてみよう）。

移動販売にどのような効果があるのかな？

食料品アクセス問題への対策の一つに、移動販売があります。移動販売とは、車に商品をのせ

て、場所を移動しながら商品を売るサービスで、例えるならば「移動型スーパー」です。高齢

者にとって、近所に移動販売が来てくれることで、遠くまで歩かなくても買い物ができるとい

う長所があります。

鳥取県日野町では、移動販売の取り組みが行われています。農林水産政策研究所は日野町と

協力して、日野町で移動販売にどのような効果があったかを調べてみました。

私たちはこんな研究をしているよ
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その結果、移動販売のおかげ

で食料品を買えるようになるほ

か、住民が元気に生活できてい

るかを見守ってくれることへの

期待があることが分かりました。

また、高齢者が自分で買い物を

楽しむ機会になっていることも、

分かりました。
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